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おいて、筆者の演奏者としての経験に基づきながら、弾き歌いをめぐる課題が挙げられる。最後に、結
論において、演奏時の心構えについて触れている。この中でも、歌唱方式によって生ずる操箏や歌唱に
関わる身体感覚の違いを具体的に指摘している２章には、読み応えがある。 
 ただし、論文構成上のバランスと緊密さに欠ける面は否めない。研究目的の重点が、山田流箏曲の楽
曲が「弾き歌いの音楽」であることを主張することと、山田流箏曲の表現の改善方法の提示のどちらに
あるのか、また、研究対象は山田流箏曲の楽曲なのか、山田流箏曲演奏家の意識なのか、明瞭ではない。
そのため、研究結果は、演奏者の精神論で締めくくられてしまっているような印象を受ける。 
 とは言え、申請者が、演奏プログラムでの実体験に基づきながら、論文において山田流箏曲の特質を
丹念に整理し、表現の改善方法の提示を試みた意欲を踏まえれば､その学術的意義は十分認められ､本研
究科の趣旨にも適っている。博士の学位にふさわしい成果と認め、合格と判断される。 
 
 
